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コーす―の廻り方

クローズド・チェンジからすチュラル・ターン、
クローズド・チェンジからリヴァース・ターンを
踊つて部屋の隅まで来たとします。広い所ではこ
のパターンを何度か繰り返し部屋の隅まで行きま
しょう。そこではもうそれ以上進めませんので、
新しいLODに 移ることになります。ここではそ
うした場合の方向転換のしかたを学びます。①と
②では女性の足型図は載せていませんが、男性の
説明から十の理解できると思います。

中 岬 軸

リヴアース・ターンを終え壁斜めに面した所から再
びリヴアース・ターンに入りますが、コーす―を廻れ
るように回転量の調節をします。前半を LODに 面

して終え、後半は新しい LODの 壁斜めに面して終
わりましょう。この後左足からのクローズド・チェン

ジに続けます。

このように一つのフ ィガーの回転量を変更して踊
ることができますが、その場合も正規の回転量を
知ったうえで応用することが大切です。

菱難 難

すチュラル・ターンを終えた所からもう一度すチュ

ラル・ターンを繰り返すことによりLODを 変えるこ
とができます。是非試してください。

コーす一では今の LODの「中央斜め」という方向
が新 LODの「壁斜め」にあたることも同時に理解し
ましょう。

① コーす―を回る時のリヴアース・ターン
(男性)
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コーナーのコリ方

③導薇繊撃:繋彗鶴務羅|

LODを変えるときのほか、込み合うフロアーで

人とぶつかりそうになったときにも力を発揮する大

変便利なフィガーです。このほかにチェック・ステッ

プとかコーす―・チェンジともよばれています。ここ

ではリバース・ターンの後から入りすチュラル・ター

ンにつなげます。

男  性

1.左足 ヒールから前進し、同時に後退の用意

をします。

右足へ重心を戻しながら左回転を起こします。

左足 横少し前へ。トウを新 LODの 壁斜め

に向けます。次に、右足を女性の右外側に前

進し、これを続くすチュラル・ターンの一歩

目とします。

【フットワーク】①HT ②T ③TH
【回 転 量】2～ 3で左に 1/4回転 (90° )します。ボ

ディの回転量は少なめに。

右足 後退。

左足へ重心を戻す。

左足 ボールで回転を続けながら、右足横少

し後ろへ。次に、右外側へ男性を導きながら

左足後退し、これを続くすチュラル・ターン

の 1歩日とします。

【フットワーク】①TH ②T ③丁H
【回 転 量】2～ 3で左に1/4回転 (90° )し ます。ボ

ディの回転量は少なめに。
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③ チェック (男性)
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